
　『地域の中の孤立をなくす』～「たすけて」と言える
まち、「たすけて」と言えないことに気づけるまちづくり
～をコンセプトに、こもれび内での検討を行いました。
拡大移転の方針化に伴い、既存の事業（デイサービス、
訪問、居宅）だけでなく新規事業の立ち上げを検討し
ました。最初は「新しい事業をやらないといけないの」
「今のメンバーでできるの？」「泊りなんてできない

　約28年間、使い続けてきた厨房に後ろ髪を
ひかれながらも、ピカピカの新厨房に移転。２
階から１階になり、移動や配食の搬出入がとて
も楽になりました。新導入した “スチーム・コン
ベクション”は移転直前に学習会を行い、ほぼ
毎日活躍しています。これで、新しいメニューに
も挑戦できるかしら？とワクワクしています。
　厨房機器を一新し、扱いにもだいぶ慣れてき
ました。メンバー一同も気持ちを新たに、今ま
で以上に腕によりをかけて、あいあいのお食事
をお届けしていきたいと思います。
　新拠点 “るーむら麻生”で組合員活動が活発
になることで、W.Coに関わってくれる方がいた
らいいな…。地域の方々にむけた “食” を通し
た活動を一緒にしませんか？　理事長　関口

　セレモニーにはYouTube配信を合わせて100人
近い参加者が集まりました。来賓を代表して川崎
市副市長の加藤様や町内会会長の松沢様のご挨拶
の後、W.Co連合会からも挨拶しました。　その後
テープカットを行い、土地を提供してくださった
島貫松江様からは、「肥沃な畑だった土地を『るー
むら麻生』に活用されてご先祖さまも喜んでいる」
と感動の言葉がありました。
　「生活リハビリクラブ麻生」の35年に亘る先駆
的な取り組みが紹介され、現場を担う瀬下施設長
や3W.Coの代表から今後の抱負が話されました。

　そよ風が生活リハビリクラブ麻生と共に移る
ことを決めたのは、在宅に必要な福祉のシステ
ムが集まる新拠点に魅力があるからです。
　事業規模が小さいので、今まで通り生活ク
ラブから必要最小限の場所を借ります。活動
会員は明るく機能的な新事務所が気に入り、一
同での引っ越し作業をはじめこれからの活動
に向けて、気持ちを引き締めているところです。
　昨年度は幸い2名の新活動会員を迎えること
ができ、引き続きスムーズな世代交代や、朝夕
同時間帯の新規依頼にも心配なく応えられる
よう、移動サービスの必要性と参加の呼びか
けをしていきます。
　今、利用会員が待ち望んでいる「お出かけラ
ンチ」の再開に向けて、コロナ禍の収まりを
待っているところです。　理事長　岩本

　「るーむら麻生」の名前にはお年寄りがいつもい
る村、子どもたちがいつもいる村、自然と共存して
いる村、笑顔がたくさんある村、にしていきたいと
いう願いが込められています。
　 誕 生 の 発 端 は 、 生 活 ク ラ ブ 第 1 0 次 中 期 計 画
（2016年～20年）でした。老朽化していた生活リ
ハビリクラブ麻生の計画的な移転の検討を行い、再
構築をすることが決まったのです。
　2018年8月に基本構想検討プロジェクトを設置
し、参加型福祉の拠点として今後どの様に地域福祉
を拡充していくか、地域の組合員、市民の参加によ
る福祉拠点構想をまとめました。2019年度に実施
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計画プロジェクトを設置して構想の具体化を図
り、2020年度中の移転を目指しましたが、移転先
の物件がなかなか見つからず、ようやく2022年4月
にオープンとなりました。
　百合丘地域包括支援センター、配食サービスW.Co 
あいあい、移動サービスW.Co そよ風、W.Coこもれ
びが「るーむら麻生」で一緒に活動していきます。
組合員組織でもさまざまな部活動ができ、地域の皆
さんにも呼びかけをしていきます。今後それぞれの
活動・事業が連携しながら気軽に地域の人が足を運
ぶことができる大切な場所になるようにしていきた
いです。

生活リハビリクラブ麻生 施設長　瀬下( W.Coこもれび)

4月17日（日）
13：30～15：00

老朽化で移転を決め
てから今日に至るま
で の 紹 介 が あ り、改
めて地道な活動が実
を結ぶと感じました。
　セレモニー終了後
に施設をくまなく見学させていただきまし
た。広くてきれい！新しい調度品なども素敵
でした。W.Coメンバーからは「課題もあるが
頑張っていきたい」と力強い言葉もあり、新
たなチャレンジに期待が膨らみました。

連合会理事長　木村満里子

よ」・・と後ろ向きの意見もありました。
　施設の完成を目の当たりにして、日ごろデイサービス
や訪問の事業で感じている「もっとこうできたらいい
な」の実現に向けて、小規模多機能型居宅介護を行
い、地域の人たちとつながりながら在宅での暮らしを
支えていきたいと考えています。　理事長　瀬下　
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